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2017年04月度注目特許 No.2 

特徴 

 関連分野  メッキ、塗装、塗料、表面処理、建築、エレクトロニクス、樹脂成型品、装飾品 

新素材 電着塗装 

 紫外線照射によって硬化する電着塗料組成物
および水性電着塗料。 

 従来の技術では、電着塗装の被膜形成成分に
は、表面硬度、機械的強度などを考慮して熱硬
化性樹脂が用いられてきたが、100℃以上の高

温で硬化させるのが一般的で、基材の樹脂特性
を変化させたり、変形を生じさせたりしていた。ま
た、これまでの紫外線硬化型樹脂を用いた被膜
形成成分は耐摩耗性に優れないものであった。
本発明は、耐熱性を問題とせず、耐摩耗性、密
着性を改善し、十分な透明度性を有する電着塗
装の被膜形成成分を提供するものである。 

 ガラス転移点が３～１５℃であるアクリル樹脂であっ
て、アミノ基を含有する（メタ）アクリレートおよび炭素数
が４～６のヒドロキシアルキル基を含有する（メタ）アク
リレートを含む第１モノマー成分が重合して成るアクリ
ル樹脂と、 
 無機微粒子と、 
 水溶性有機溶剤と、 

 無機微粒子を分散させる分散剤であって、アミノ基を
含有する（メタ）アクリレートおよび炭素数が１～３のヒド
ロキシアルキル基を含有する（メタ）アクリレートを含む
第２モノマー成分が重合して成る分散剤と、 
を含むことを特徴とする電着塗料組成物。 



  応用の可能性 

建材 

照明器具 

デジタル機器 

樹脂製装飾品（自動車グリル、エンブレムなど） 

アミューズメント機器 
など 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

応用の可能性 

㈱シミズの本発明に関する最新動向 

・株式会社浅間製作所 

・株式会社小糸製作所 

・建材 

・照明器具 

・デジタル機器 

・樹脂製装飾品（自動車グリル、エンブレム、その他部品） 

など 

・アミューズメント機器 

など 

・パナソニック株式会社 

・スタンレー電気株式会社 

・株式会社ニコン 

・株式会社リコー 

・ニッサン・モータースポーツ・インターナショナル株式会社 

・株式会社M-TEC 

・クボタ空調株式会社 

本ページの情報は2017年6月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

本技術の活用が見込める企業の一例 

UV硬化型の電着塗料「エレコート」についてウェブサイトに掲載中（http://www.shimizu-corp.co.jp/elecoat.html） 
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